
 

 近年、よくニュースにもなっていますが、長期休業明けに、子供の自死が増加する 

傾向にあります。決してあってはならないことで、身近な大人が子供の様子の変化に 

気付くことが重要なのは言うまでもありません。表情の変化、心配なことがないかな

ど、日常の小さな会話を大切にしていただければありがたいです。また、昔と違い、 

子供たちはネットで簡単に見知らぬ人とつながることができます。悪い誘惑に乗らな 

いこと、残念ながら悪意のある人間がネットを介して子供たちをだまそうとしている 

ケースもあることをご家庭でもお話しください。また、お金の使い方 

がおかしい、隠しごとをしている様子があるなどということもあるか 

もしれません。繰り返しになりますが、日々の小さな会話を大切にし 

ていただき、子供たちを見守って 

いただけたらと思います。どうぞ 

よろしくお願いいたします。 
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子供さんへの目配り・気配りを 

 元気で安全な夏休みを！  

 いよいよ明日から長い夏休みに入ります。子供たちもずいぶん楽しみにしていたことでしょう。前

期前半の終了にあたり、集会にて、私から子供たちに次のような話をし、振り返りをしてもらいまし

た。 

① 授業やその他の機会に、しっかり考えて自分の考えを言うことができたか。 
  発表や発言を人に任せることなく、一人一人が力を付けるために、引き続き意識して頑張ってほ

しいということです。今後、子供たちはそれぞれ違う場所で生きていくことになります。自己表現

をすることは、最終的には自分の命を守ることにつながります。 

② 温かい教室をつくるための行動ができたか。 
  相手の人権を損なうような言動があったとき、児童自らが「それはおかしい」と気付き、そうい

った状況をなくすための行動力を身に付ける必要があります。 

③ 縦割り班など、いろいろな場面で、違う学年同士で協力できたか。 
  小規模校の本校だからこそ、違う年齢の子供たちと接し、コミュニケーションの力をはぐくむこ

とができます。 

④ 学習や見守りでお世話になった保護者・地域の方々に感謝の気持ちを持つことがで
きたか。 

  前期前半も、キビ植えや手入れ、校区探検、茶道教室、環境教室、登校やプールの見守り、読み

聞かせ、その他ゲスト・ティーチャーとして多くの方々にお世話になりました。それを決して当た

り前のことと思わず、感謝の気持ちを持ち続けてほしいです。 

（その他） 
・ 夏休み中は、「命」を大切に過ごしてほしいです。交通事故、水の事故、ネットトラブルなど、心

配されることはたくさんあります。ぜひ、ご家庭でも日常的にお話をされてください。 

・ 「早寝・早起き・朝ご飯」で、生活リズムを崩さず、健康的に過ごしてほしいです。ゲームのしす

ぎにも要注意です。 

この約４ヶ月、本当にお世話になりまし

た！様々な側面から学校を支援していた

だきました。個人的には、昔のご縁が多

く復活し、充実した期間となりました！ 

何かありましたら学校へ 

ご相談ください 


